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【背景・目的】 
 

近年、養豚業による悪臭や窒素、重金属等の環境への排出、抗菌性添加物による薬剤耐性菌出現などが心
配されている。そこで、本研究ではコストと労力をかけずに環境負荷を低減できる飼料調整技術の確立を目
的とする。将来的に本技術の普及により県内養豚の健全な経営に寄与することができる。 

 
【研究・成果等】 
 
１．ブドウ粕由来の有望乳酸菌株（梨大株）の抽出、効果判定 
 これまでに分離した164株の揮発性脂肪酸（VFA）の低減効果を調査した。このうち117株が1000 ppm酪酸
含有MRS培地でも良好に生育したが、酪酸の低減効果が認められたのは15株であった（P<0.05）。低減効果
が高かった分離株は9K35B262株と9K35M354株で、40%程度の低減率を示した（図１）。一方、昨年までに候
補株として選抜した6S35M314株は100 ppm程度の低減効果を示したが、有意に低減するには至らなかった。
今後、6S35M314株の生産する抗菌物質の同定と乳酸菌を2種、3種と組み合わせた混合培養法などの確立など
によって、研究の発展が期待できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．乳酸菌の効率的拡大培養、飼料添加条件の明確化 
 梨大株の至適増殖条件と培養液および凍結乾燥粉末の保存方法について調べた。従来の培養に比べて効率
的で、環境負荷の少ない増殖方法を見出した(図２)。また乳酸菌の供試形態として考えられる乳酸菌凍結乾
燥粉末に関して様々な添加物による、生菌数保存効果を検討し、凍結乾燥粉末の生菌数の維持を延長するこ
とができた(図３)。また凍結乾燥粉末よりカプセル製剤を試作した(図４)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．飼料への乳酸菌添加およびアミノ酸バランス改善による豚肥育成績の確認 
  候補株添加したバランス改善飼料をフジザクラDB豚48頭に給与し肥育したところ、発育や肉質に影響はな
く、嗜好性、飼料効率も良好であった（表１）。 

 
 

Ｈ２８研究成果概要様式 

 

図 1．分離菌株の酪酸低減能 

図 3 試作した乳酸菌カプセル 図 1 6S35M314株の増殖曲線と 

培養方法 

図 2 6S35M314 株 

凍結乾燥粉末の生菌数推移 
図２．6S35M314 株の増殖曲線と培養方法 図３．6S35M314 株の凍結乾燥粉末の生菌

数推移 

図４．試作した乳酸菌カプセル 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．飼料への乳酸菌添加およびアミノ酸バランス改善による豚ふん臭気および堆肥化過程のガス発生抑制 
  肥育期間中の豚ふん臭気を調査したところ、候補株添加したバランス改善飼料を給与した豚ふんは、低級
脂肪酸がやや増加したものの、アンモニア、硫黄化合物が低減した。堆肥化過程では初期の発酵遅延が見ら
れたものの、慣行飼料に比べアンモニア排出量が45％低減し（図５）、また初期に出やすい高濃度アンモニ
アの発生を抑制することができた（図６）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．乳酸菌給与豚由来堆肥の肥効確認 
  完成堆肥の秋野菜を使った肥効試験では、作物の収量・品質は慣行堆肥と比べ遜色なく、発芽率向上が確
認された（表２、図７）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成果の応用範囲・留意点】 
１．乳酸菌を含むプレミックス飼料を豚に添加給与することにより、豚排せつ物の量および窒素、臭気等の低
減を図ることが期待できる。 

２．乳酸菌による豚の整腸作用により、抗菌性添加物等の投与量削減が期待できる。 
３．豚の成長や堆肥生産に影響なく、おいしい豚肉や作物作りが可能となる。 
４．乳酸菌プレミックスの効率的生産手法が確立し、商品化が期待できる。 
５．本県独自の乳酸菌を使った農畜産物として高付加価値化が期待できる。 
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図５．堆肥化過程のアンモニア排出量の低減 図６．アンモニア発生の経時変化（発生ピークの平準化） 

表１．発育、肉質成績 

表２．シーダーパック試験における根長と発芽率 

図７．シャーレ試験による発芽指数 


